
教育学基礎実習Ⅱ（教育学学修領域・2年後期）
教育学の調査・研究に必要となる基礎的な知識や方法

論を学びます。授業は学生自身が設定したテーマにもと

づいた調査・研究とプレゼンテーション、ディスカッション

を軸に進めら

れます。

人間理解と真理研究につながる専門的な対処能力を身に付け、教育の現代的課題に向き合う。
日本の学校現場が抱える教育の今日的な課題を把握し、解決に導ける力を養います。学校教育の意義や人間理解について科学的に分析

する専門的な能力を学修し、日本が抱える教育の課題に向き合い迅速に対応できる、幅広い知識と実践力を養います。教育学や教育心理

学、キャリア教育学を基礎に、これからの社会を担う子どもたちの豊かな学びの実現に貢献できる教員の養成を目指しています。

〈 教育学学修領域 〉
教育研究の方法論、人間形成の基礎理論、教育と歴史や社会との関わり、

学習指導・生活指導とその原理、カリキュラム論、教育評価論など

〈 教育心理学学修領域 〉
子どもの社会性などの心理発達、学習への動機づけ、学級内の人間関

係の心理、学校生活における子どもの精神的健康、教師のリーダー

シップなど

〈 キャリア教育学修領域 〉
学校におけるキャリア教育、生涯にわたるキャリア発達の支援、キャリ

アカウンセリングの技法、職業指導・進路指導の理論と方法、学校か

ら職業への移行など

■ 主な授業科目■ 2022年 2年次前期の時間割 （例）免許教科「社会」の場合

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初等体育科
教育内容Ａ

初等国語科
教育内容Ａ

＊上記時間割で示した授業科目以外に2年前期の必須科目として遠隔方式（オンデマンド型）で実施される
　「発達障害のある児童生徒理解基礎」や「外国人児童生徒支援教育」があります。

1時限
初等社会科
教育法Ｂ

ポルトガル語Ⅱ

2時限
初等音楽科
教育法Ａ

心理教育統計学
実習

地誌概説Ⅰ

教育システム論3時限
英語コミュニ
ケーションⅡ

哲学史概説Ⅰ

初等生活科
教育内容Ａ

4時限 発達心理学演習

5時限

4年間の学び 特色ある授業・ゼミ紹介

〈 教育学学修領域 〉
■ 教育学基礎実習
■ 教育学概論
■ 教育思想論演習
■ 教育社会学演習
■ 教育方法学演習

〈 教育心理学学修領域 〉
■ 心理学方法論
■ 心理教育統計学実習
■ 発達心理学講義
■ 心理教育アセスメント
■ 社会心理学講義

〈 キャリア教育学修領域 〉
■ キャリア教育概論
■ 職業指導概論
■ 生涯キャリア形成論
■ キャリアカウンセリング実習

先輩Voice

取得できる免許

学校教育科学専修 募集人員

30名
義務教育専攻

※1 入学手続き時に行う意向調査（中学校教諭二種免許状の希望教科（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術、家庭、英語））に基づき、大学が決定します。
　   できる限り希望に沿うように各教科への割り振りを行いますが、特定の教科に希望が集中することなどにより、第1希望の教科を履修できない場合があります。
※2 学修領域で「キャリア教育」を選択した場合のみ、取得可能です。
◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

　中学校教諭二種免許状（※1）

◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

小学校教諭一種免許状
［ 所定の科目履修で可能とする免許状 ］

　中学校教諭一種免許状（中学校二種の教科）
◎中学校教諭一種免許状（職業指導）および
　高等学校教諭一種免許状（職業指導）（※2）

◎幼稚園教諭二種免許状

（写真撮影時のみマスクをはずしています。）

子どもが主役の学びを子どもと触れ合って学びます

合言葉は「触れる」、「知る」、「創る」！
子どもが実際に体験したことを通して自己を成長させていく生活科、自ら設定した課題を自ら考えた方法で解決していく総合的学習の理念や構造を学び

ます。子どもたちは、実際に「触れる」ことを通して、人・自然・社会のこと、そして自分自身とそれらとのつながりを「知る」ことができます。その経験を基に、

自分や他者・自然・社会の未来を「創る」ようになります。本専修では、そのような子どもの生活経験を見取り、伸ばしていく教員の資質・能力を養成しています。

生活科と総合的な学習の時間の

理論と実践を学修し、専門性を

高めていきます。生活・総合の理

論やカリキュラム論について学

ぶ一方で、学生自身が主体的・実

際的に「触れる」、「知る」、「創る」

活動をしたり、小学校で授業見

学・授業検討をしたりする中で

培った資質・能力を生かして教

材づくり・授業づくりをしていき

ます。

■ 主な授業科目

体験学習を通じて、子ども自らが学びを深め、
主役となれる授業ができるようになりたい。

学校教員養成課程
義務教育専攻
生活・総合専修3年
岐阜県立大垣東
高等学校出身

■ 2022年 2年次後期の時間割 （例）中学校教諭免許教科「理科」を取得した場合

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初等国語科
教育法Ａ

初等英語科
教育法Ａ

＊上記時間割で示した授業科目以外に遠隔方式（オンデマンド型）で実施される
　「情報の活用と管理」「学校保健・学校安全」があります。

1時限 学校体験活動Ⅰ

学校体験活動Ⅰ2時限

化学Ⅱ

地学Ⅱ3時限

生活科
カリキュラム論

生活科・総合的
学習授業論

道徳教育の
理論と方法

キャリア
デザインⅡ

キャリア
デザインⅡ

中等理科
教育法CⅠ

化学実験／
地学実験

化学実験／
地学実験

化学実験／
地学実験

4時限

生物学演習

5時限

4年間の学び 特色ある授業・ゼミ紹介

■ 生活科教育概論Ⅰ
■ 生活科教育概論Ⅱ
■ 生活科教材論　
■ 生活科カリキュラム論　
■ 生活科・総合的学習授業論　
■ 幼小連携教育論
■ 生活科教育専門演習
■ 初等生活科教育内容B
■ 初等生活科教育法B

先輩Voice

本専修は他の大学ではあまり見ない学科です。子どもたちを大学に招いての授業実践や自

分たちが栽培した野菜を使った調理体験など体験的な活動が多いのが特長。また実際に小

学校の研究授業に参加して、学生同士で話し合う授業はお互い刺激になります。目的ごと

の演習室が複数あり環境が整っているため、授業外でも主体的に学べます。先生方は学外

での活動など、さまざまな実践の機会を与えてくれます。また自らも学び続ける姿勢を私た

ち学生に示してくれます。将来は子どもが夢中になるような授業をしたいと考えています。

取得できる免許

募集人員

10名生活・総合専修義務教育専攻

※ 入学手続き時に行う意向調査（中学校教諭二種免許状の希望教科（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術、家庭、英語））に基づき、大学が決定します。
　できる限り希望に沿うように各教科への割り振りを行いますが、特定の教科に希望が集中することなどにより、第1希望の教科を履修できない場合があります。
◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

　中学校教諭二種免許状（※）

◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

小学校教諭一種免許状
［ 所定の科目履修で可能とする免許状 ］

　中学校教諭一種免許状（中学校二種の教科）
◎幼稚園教諭二種免許状

時にはキャンパスを飛び出

して学校現場で生の授業、

子どもの学びの姿に直面し

ます。

大学では学校現場で触れ

合った子どもをイメージし

て、1時間の学びを構成し

ます。

考えた学びは教師の目線で

単元化し子どもたちに提供

します。

子どもを多角的に捉え、多様性を認め合う学級経営と
全員が健やかに成長できるような支援を。

教職になるための学びだけではなく、教育学や教育心理学、キャリア教育の観点から

教育の実践方法を学べます。教育心理学の中で自分たちが興味を持っていることに

ついて実験を行う授業では、心理学の方法のプロセスを体験的に学ぶことができま

した。事例検討の授業では、子どものパーソナリティや行動傾向、家庭的背景などを

多角的に考えることの必要性を体感しました。このような興味深い授業で学んだこと

を生かし、将来は多様な児童生徒が健やかに成長できるよう支援していきたいです。

初等教育教員養成課程
教育科学選修4年
熊本県立八代
高等学校出身

＊学生の所属は改組前の名称です

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事前指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事後指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。
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